
 

 

 

財務諸表に対する注記 

 

 

 
 

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券･･････償却原価法（定額法）によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

無形固定資産･･････定額法によっている。

（３）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

定期預金 7,150,000 140,730,261 141,920,015 5,960,246

投資有価証券 1,035,850,000 141,920,015 140,730,261 1,037,039,754

小計 1,043,000,000 282,650,276 282,650,276 1,043,000,000

特定資産

周年事業積立資金 3,000,000 4,000,000 0 7,000,000

小計 3,000,000 4,000,000 0 7,000,000

合計 1,046,000,000 286,650,276 282,650,276 1,050,000,000

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

基本財産

定期預金 5,960,246 （ 1,329,900 ）（ 4,630,346 ） ―

投資有価証券 1,037,039,754 （ 964,469,100 ）（ 72,570,654 ） ―

小計 1,043,000,000 965,799,000 77,201,000 ―

特定資産

周年事業積立資金 7,000,000 0 7,000,000 ―

小計 7,000,000 0 7,000,000 ―

合計 1,050,000,000 （ 965,799,000 ）（ 84,201,000 ） ―

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

ソフトウェア（PCA会計ソフト） 155,520 155,520 0

ソフトウェア（申請ｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ） 4,147,200 2,280,960 1,866,240

ソフトウェア（申請ｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ(改修)） 539,000 14,972 524,028

合計 4,841,720 2,451,452 2,390,268

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

利付国債  　第324回 100,046,264 101,129,400 1,083,136

利付国債　  第326回 99,930,200 101,431,200 1,501,000

利付国債　  第332回 9,992,468 10,202,000 209,532

利付国債　  第338回 10,018,000 10,207,270 189,270

利付国債　  第 10回 30,470,384 33,252,000 2,781,616

愛知県債第5回(平成24年度） 40,292,776 40,431,360 138,584

高速道路機構債　第116回 100,000,000 101,730,000 1,730,000

第13回NTTファイナンス社債 100,668,256 106,744,700 6,076,444

高速道路機構債　第235回 101,218,396 112,000,000 10,781,604

電源開発債　第 60回 99,805,096 102,470,000 2,664,904

電源開発債　第 60回 100,560,454 102,470,000 1,909,546

三菱ｹﾐｶﾙHD社債　第 23回 102,229,966 101,174,000 △ 1,055,966

利付国債　  第 156回 40,807,508 40,544,000 △ 263,508

三菱ｹﾐｶﾙHD社債　第 37回 100,999,986 99,910,000 △ 1,089,986

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

経常収益への振替額

基本財産運用益の振替額 7,530,648
特定資産運用益の振替額 300

7,530,948

科目

科目 当期末残高
（うち指定正味財産から

の充当額）
（うち一般正味財産から

の充当額）
（うち負債に
対応する額）

時価 評価損益

合計 1,037,039,754 1,063,695,930 26,656,176

内容 金額

合計

科目

種類及び銘柄 帳簿価額


